65歳を迎える生活介護（通所）利用者について
　
通所して生活介護を利用する者のうち、利用開始時６５歳未満であった者が６５歳を迎えた場合は原則として介護保険サービスの利用が優先されます。しかし、精神疾患や知的障がい、視聴覚障がい等による障がいの特性により、生活介護の利用が適当と市が認めた場合は引き続き利用が可能です。６５歳を迎えた後も引き続き生活介護の利用を希望する場合は、市障害福祉課にご連絡の上、次に示す理由書をご提出していただきますようお願いします。

　　理由書には、単にご本人やご家族の希望というだけでは不十分で、障がいの特性により介護保険の施設では受け入れが困難、現在利用中の生活介護施設以外では対応できないことがあるといった理由が必要です。
　　また、今後介護保険サービスへの移行の検討状況（予定）等も合わせてご記入下さい。

※これまで生活介護の利用がない方が、６５歳を超えて新たに生活介護の利用を開始することはできません。
６５歳到達後生活介護を継続利用するための理由書
年　　月　　日
大分市長　　殿　　






　　　法人名






　　　事業所名






　　　代表者名　　　　　　　　
下記の対象者について、本来介護保険が優先でありますが、障がい特性により生活介護の利用が適切と考えられますので、次のとおり届け出ます。
	対象者氏名
	
	生年月日
	　　　年　　月　　日


〇本人の状況（生活や家族の状況等を詳しく記載すること）
	


〇生活介護を希望する理由（本人の障がい特性を併せて記載すること）
	


〇介護保険制度の検討状況
	非該当
	要支援　１・２
	要介護　１・２・３・４・５

	


※この理由書と併せて、個別支援計画の案を提出すること

